
は
じ
め
に

　
こ
れ
ま
で
続
い
て
き
た
高
度
経
済
成
長
時
代
が
終

焉
し
、
現
在
は
少
子
・
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
、
経

済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
よ
る
国
際
競
争
の
一

層
の
激
化
な
ど
に
よ
り
成
熟
社
会
に
入
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
る
。
成
熟
社
会
で
は
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
急

激
な
右
肩
上
が
り
の
成
長
を
期
待
す
る
こ
と
は
難
し

く
、
安
定
的
、
持
続
的
な
成
長
の
実
現
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
横
浜
経
済
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、

高
齢
化
の
進
展
等
に
伴
う
行
政
需
要
の
拡
大
に
応
え

る
と
と
も
に
、
市
民
の
身
近
な
就
業
の
場
を
確
保
す

る
た
め
、
社
会
経
済
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
安
定

的
、
持
続
的
な
成
長
の
実
現
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
成
熟
社
会
に
お
け
る
安
定
的
、
持
続
的
な
成
長
を

実
現
す
る
地
域
産
業
活
性
化
策
と
は
何
か
。
こ
こ
で

は
、
既
存
産
業
集
積
の
活
性
化
と
い
う
視
点
か
ら
、

横
浜
の
北
部
内
陸
部
産
業
集
積
地
を
例
と
し
て
、
成

熟
社
会
に
お
け
る
地
域
産
業
活
性
化
策
を
考
え
て
み

た
い
。

１

高
度
経
済
成
長
時
代
か
ら
成
熟
社
会
へ

の
移
行

①
－
高
度
経
済
成
長
時
代
の
経
済
活
動
＝
「
規
模
の

　
　
経
済
」
、
「
範
囲
の
経
済
」
の
追
及

　
は
じ
め
に
成
熟
社
会
に
お
け
る
経
済
活
動
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
（
表
－
１
）
。
こ
れ
ま
で
の
高
度

経
済
成
長
の
時
代
は
高
度
工
業
化
社
会
で
あ
っ
た
。

高
度
工
業
化
社
会
で
は
、
大
量
生
産
・
大
量
消
費
・

大
量
破
棄
型
の
経
済
活
動
で
あ
り
、
経
済
学
の
用
語

を
用
い
れ
ば
、
「
規
模
の
経
済
（
e
c
o
n
o
m
i
e
s

o
f

s
c
a
l
e
)
」
を
追
求
し
て
い
た
。
規
模
の
経
済
と
は
単

一
の
製
品
の
生
産
量
を
増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
一

単
位
当
た
り
の
コ
ス
ト
を
切
り
下
げ
、
収
益
を
増
大

さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
規
模
の
経
済
を
実
現
す
る
た

め
に
、
企
業
は
大
量
生
産
方
式
を
指
向
し
、
そ
の
た

め
に
「
系
列
」
と
い
う
言
葉
に
代
表
さ
れ
る
企
業
間

取
引
の
形
態
が
生
ま
れ
た
。
こ
の
時
の
系
列
と
は
親

企
業
、
下
請
け
企
業
と
い
う
垂
直
型
の
取
引
を
基
本

と
し
て
お
り
、
こ
の
時
代
に
は
最
も
効
率
的
な
シ
ス

テ
ム
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
大
量
生
産
方
式
は
、
価
値
観
の
多
様
化

が
進
み
、
急
速
に
変
化
す
る
市
場
の
要
求
に
応
え
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
過
剰
在
庫
を
抱
え
る
な
ど

の
問
題
が
発
生
し
た
。
こ
の
時
、
企
業
は
規
模
の
経

済
か
ら
「
範
囲
の
経
済
（
e
c
o
n
o
m
i
e
s
　
o
f
s
c
o
p
e
）
」

を
追
及
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
範
囲
の
経
済
と
は
製

品
の
種
類
を
増
や
し
経
営
の
多
角
化
を
進
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
収
益
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
企
業

は
市
場
の
変
化
に
効
率
的
に
応
え
る
こ
と
の
で
き
る

多
品
種
少
量
生
産
に
適
し
た
生
産
・
販
売
・
管
理
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。

②
ｌ
成
熟
社
会
の
経
済
活
動
＝
連
結
の
経
済
性
の
追

　
　
及

　
高
度
経
済
成
長
時
代
に
は
規
模
の
経
済
、
範
囲
の

経
済
を
追
及
し
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
付
加
価
値
の

低
い
も
の
を
大
量
に
低
コ
ス
ト
で
製
造
す
る
規
模
的

な
拡
大
に
よ
る
経
済
成
長
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
今

後
規
模
的
拡
大
に
よ
る
経
済
発
展
は
難
し
く
、
成
熟

社
会
に
お
い
て
は
よ
り
高
付
加
価
値
な
も
の
を
つ
く

り
だ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
高
付
加
価
値
な
も
の

と
は
、
革
新
的
な
新
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
こ

れ
ま
で
日
本
が
得
意
と
し
て
き
た
プ
ロ
セ
ス
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
と
も
に
新
た
に
プ
ロ
ダ
ク
ト
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
現
在
は
高
度
工
業
化
社
会
か
ら
高
度
情
報

化
社
会
へ
の
移
行
期
で
も
あ
る
。
結
論
的
に
言
う
と

高
度
情
報
化
社
会
に
お
い
て
高
付
加
価
値
な
プ
ロ
ダ

ク
ト
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
た
め
に
は
、
「
連
結

の
経
済
性
」
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。
連
結
の
経
済

性
と
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
経
済
性
と
も
言
え
る
。
範

囲
の
経
済
が
企
業
内
・
組
織
内
の
資
源
を
活
用
し
、

単
一
組
織
内
で
の
経
営
の
多
角
化
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
連
結
の
経
済
性
と
は
組
織
の
外
に
あ
る
他
企
業

等
の
外
部
資
源
を
活
用
し
、
複
数
主
体
・
複
数
組
織

の
結
合
に
よ
る
相
乗
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
で
あ

　
　
は
じ
め
に

１
－
局
度
経
済
成
長
時
代
か
ら
成
熟
社
会
へ

　
　
の
移
行

２
－
連
結
の
経
済
性
を
実
現
す
る
地
域
産
業

　
　
活
性
化

３
－
横
浜
北
部
内
陸
部
に
お
け
る
産
業
活
性

　
　
化
策

４
！
終
わ
り
に

経済活動原則の変遷表－１
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■
長
谷
川
政
男

④
成
熟
社
会
に
お
け
る
地
域
産
業
活
性
化
策
に
つ
い
て



る
。
　
成
熟
社
会
に
連
結
の
経
済
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る

理
由
と
し
て
は
、
今
日
の
よ
う
に
技
術
革
新
が
激
し

い
状
況
の
も
と
で
新
製
品
開
発
の
全
て
の
部
品
や
ソ

フ
ト
を
内
製
化
す
る
と
す
れ
ば
、
最
も
劣
っ
た
部
門

の
開
発
速
度
や
品
質
に
製
品
開
発
自
体
が
制
約
さ
れ

て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
組
織
の
外
に
あ
る
最
も
先
端

的
な
技
術
や
知
識
、
人
材
、
情
報
な
ど
を
結
び
付
け
、

連
結
の
経
済
性
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
競
争
力
の

あ
る
新
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
す
必
要
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
場
合
の
連
結
と
は
、
従

来
か
ら
あ
る
垂
直
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
な
く
、
対

等
な
立
場
で
の
水
平
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。

連
結
の
経
済
性
を
実
現
す
る
地
域
産
業

活
性
化
策

①
－
地
域
産
業
活
性
化
策
の
基
本
的
な
方
向

　
そ
れ
で
は
、
企
業
が
連
結
の
経
済
性
を
高
め
る
取

り
組
み
を
行
う
場
合
の
地
域
産
業
活
性
化
策
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
連
結
の
経
済
性
を
高

め
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
革
新
的
な
技
術
・
情
報
を

持
っ
た
企
業
や
人
材
が
地
理
的
に
近
接
し
た
集
積
を

形
成
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

一
つ
に
は
一
定
の
地
域
内
に
革
新
的
な
技
術
・
情
報

を
持
っ
た
企
業
・
人
材
が
集
ま
っ
た
産
業
集
積
の
形

成
で
あ
る
。

　
確
か
に
、
現
在
は
情
報
通
信
技
術
の
目
覚
し
い
進

歩
が
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
よ
う
に
広
域
的
な

情
報
交
流
は
可
能
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
定

型
化
し
た
情
報
で
あ
っ
て
、
革
新
的
な
新
製
品
の
開

発
を
行
う
た
め
に
は
、
最
先
端
の
技
術
や
情
報
に
接

す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
直
接
対
話
に
よ

る
相
互
の
信
頼
関
係
が
構
築
で
き
る
地
理
的
な
近
接

性
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

　
二
つ
目
に
は
、
た
だ
地
理
的
に
近
接
し
て
集
積
し

て
い
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
の
企
業
や
人
材
が
有

機
的
に
連
結
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
し
、
集
積
利
益
・

近
接
利
益
を
享
受
で
き
る
よ
う
な
産
業
集
積
の
形
成

で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
成
熟
社
会
で
の
地
域
産
業
活
性
化
策
の

基
本
的
な
方
向
は
、
革
新
的
な
技
術
・
情
報
を
持
っ

た
企
業
や
人
材
が
存
在
す
る
連
結
の
経
済
性
を
持
っ

た
産
業
集
積
の
形
成
で
あ
る
。
図
１
１
の
よ
う
に
産

業
集
積
地
内
で
の
企
業
間
、
産
学
間
な
ど
多
様
な
主

体
間
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
に
よ
り
連
結
の
経

済
性
を
高
め
る
こ
と
は
、
集
積
の
メ
リ
ッ
ト
を
拡
大

し
、
集
積
の
メ
リ
ッ
ト
の
拡
大
が
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ

ョ
ン
や
新
た
な
企
業
の
参
入
な
ど
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

産
業
集
積
と
な
り
、
さ
ら
に
連
結
の
経
済
性
を
高
め

る
と
い
う
好
循
環
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

②
－
既
存
産
業
集
積
地
活
性
化
の
必
要
性

　
こ
れ
ま
で
こ
の
よ
う
な
産
業
集
積
を
形
成
す
る
た

め
、
道
路
、
鉄
道
な
ど
産
業
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
し
、

そ
こ
に
工
場
、
研
究
所
、
大
学
等
を
誘
致
し
て
新
た

な
産
業
集
積
を
つ
く
り
だ
す
と
い
う
ハ
ー
ド
優
先
の

手
法
が
取
ら
れ
て
き
た
。
現
在
で
も
こ
の
よ
う
な
手

法
は
有
効
で
あ
る
が
、
横
浜
の
よ
う
に
既
に
一
定
の

産
業
集
積
が
存
在
す
る
大
都
市
で
は
、
既
存
資
源
を

活
用
す
る
内
発
型
で
ソ
フ
ト
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
重

視
す
る
産
業
活
性
化
策
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い

る
。
　
国
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
こ
れ
ま
で
の
テ
ク
ノ
ポ
リ

ス
法
（
昭
和
五
十
八
年
）
、
頭
脳
立
地
法
（
昭
和
六

十
三
年
）
の
よ
う
な
新
た
な
集
積
地
を
つ
く
る
こ
と

か
ら
、
大
都
市
圏
の
既
存
産
業
集
積
地
の
維
持
・
活

性
化
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
「
特
定
産
業
集
積
の
活

性
化
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
（
地
域
産
業
集
積
活
性

化
法
）
」
を
平
成
九
年
六
月
に
施
行
し
た
。
こ
の
法

律
で
は
、
こ
れ
ま
で
日
本
の
製
造
業
を
支
え
て
き
た

「
基
盤
的
技
術
産
業
集
積
」
に
つ
い
て
、
技
術
の
高

度
化
や
新
分
野
進
出
等
を
通
じ
た
産
業
集
積
の
活
性

化
を
図
り
、
地
域
経
済
の
発
展
基
盤
を
強
化
し
よ
う

と
し
て
い
る
。

図―１　地域産業活性化策の基本的な方向

　
特
集
・
総
合
的
地
域
開
発
の
あ
り
方
④
成
熟
社
会
に
お
け
る
総
合
的
な
地
域
開
発
の
視
点
－
横
浜
市
の
課
題
か
ら
Ｉ

表－２　北部内陸部の工業集積の推移（従業者４人以上の事業所数）

51●

２



３

横
浜
北
部
内
陸
部
に
お
け
る
産
業
活
性

化
策

　
港
北
区
、
都
筑
区
を
中
心
と
す
る
横
浜
の
北
部
内

陸
部
に
は
先
端
的
な
技
術
を
持
っ
た
企
業
や
、
多
数

の
大
学
、
民
間
の
研
究
所
が
立
地
し
て
お
り
、
注
目

さ
れ
て
い
る
産
業
集
積
で
あ
る
。
一
方
、
集
積
形
成

の
経
緯
か
ら
必
ず
し
も
立
地
企
業
間
で
の
連
携
が
少

な
い
こ
と
か
ら
集
積
の
メ
リ
ッ
ト
が
顕
在
化
し
て
い

な
い
こ
と
や
、
転
廃
業
の
増
加
等
に
よ
り
空
洞
化
の

懸
念
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
地
域
の
産
業
集
積
を

例
と
し
て
、
既
存
産
業
集
積
地
で
の
連
結
の
経
済
性

を
持
っ
た
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
考

え
て
み
る
。

①
－
横
浜
北
部
内
陸
部
の
産
業
集
積
の
現
状

　
横
浜
の
北
部
内
陸
部
の
産
業
集
積
は
、
昭
和
四
十

年
代
以
降
東
京
城
南
地
域
や
川
崎
市
か
ら
移
転
し
て

き
た
中
小
企
業
を
中
心
に
形
成
さ
れ
た
工
業
集
積
で

あ
る
。
主
な
業
種
と
し
て
は
電
機
、
一
般
機
械
、
金

属
製
品
な
ど
の
加
工
組
立
型
産
業
で
あ
り
、
鉄
鋼
な

ど
の
重
厚
長
大
型
産
業
を
中
心
と
す
る
臨
海
部
に
変

わ
り
、
横
浜
の
新
た
な
工
業
集
積
地
と
な
っ
て
い
る

（
表
－
２
）
。

　
し
か
し
、
大
企
業
の
生
産
拠
点
の
海
外
・
地
方
へ

の
移
転
や
産
業
構
造
の
変
化
に
よ
り
、
こ
の
地
域
で

も
中
小
・
中
堅
製
造
業
は
大
幅
な
事
業
縮
小
の
問
題

に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、
中
に
は
海
外
や
地
方
へ
移
転

し
た
り
、
受
注
量
の
減
少
や
後
継
者
難
な
ど
に
よ
り

操
業
継
続
困
難
と
な
り
転
廃
業
す
る
企
業
も
見
ら
れ

る
。
　
ま
た
、
昭
和
五
十
年
代
以
降
の
急
激
な
都
市
化
・

宅
地
化
の
進
展
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
工
業
集
積
地
と

し
て
純
化
さ
れ
て
い
た
こ
の
地
域
で
も
、
マ
ン
シ
ョ

ン
等
の
立
地
が
進
み
、
住
工
混
在
に
よ
り
操
業
環
境

の
悪
化
を
招
い
て
い
る
。
企
業
の
中
に
は
よ
り
よ
い

操
業
環
境
を
求
め
て
市
域
外
に
移
転
す
る
企
業
も
あ

り
、
集
積
崩
壊
の
危
機
に
あ
る
と
い
え
る
。

　
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
も
産
業
構
造
の
変
化
等
に
よ

り
転
廃
業
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
高

度
経
済
成
長
の
時
代
に
は
、
経
済
規
模
の
拡
大
に
伴

い
、
横
浜
の
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
や
既
存
集
積
の
持

つ
メ
リ
ッ
ト
に
よ
り
新
規
立
地
が
進
み
、
集
積
は
維

持
さ
れ
て
き
た
。

　
現
在
の
こ
の
地
域
に
お
け
る
集
積
崩
壊
の
特
色

は
、
少
子
・
高
齢
化
の
進
展
な
ど
に
よ
る
成
熟
社
会

へ
の
移
行
、
産
業
構
造
の
変
化
、
都
市
化
・
宅
地
化

の
進
展
な
ど
の
要
因
が
重
な
り
合
い
、
集
積
の
崩
壊

が
さ
ら
な
る
集
積
の
崩
壊
を
招
く
と
い
う
悪
循
環
に

陥
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
都
市
化
の
進
展

と
と
も
に
、
転
廃
業
が
急
増
す
る
反
面
、
開
業
率
の

低
下
に
よ
り
、
工
場
跡
地
に
製
造
業
の
新
規
立
地
が

進
ま
ず
、
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
立
地
が
進
む
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
現
在
地
で
操
業
意
欲
の
あ
る
周
辺
立
地
企

業
ま
で
も
が
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
転
廃
業
や
移
転
の
増
加
は
域
内
の
取
引

先
の
減
少
な
ど
集
積
の
メ
リ
ッ
ト
を
失
わ
せ
る
こ
と

か
ら
、
さ
ら
に
転
廃
業
や
移
転
を
促
進
し
集
積
の
崩

壊
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。
（
図
－
２
）
。

　
こ
の
よ
う
な
産
業
集
積
の
崩
壊
は
産
業
の
空
洞
化

を
招
く
ば
か
り
で
な
く
、
生
産
・
技
術
の
空
洞
化
か

ら
雇
用
の
空
洞
化
、
地
域
の
空
洞
化
に
つ
な
が
り
、

都
市
「
横
浜
」
に
と
っ
て
重
大
な
問
題
で
あ
る
と
い

え
る
。

②
ｌ
活
性
化
の
具
体
的
取
り
組
み

図―２　横浜北部内陸部の産業集積地活性化の背景
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横
浜
の
北
部
内
陸
部
で
は
立
地
環
境
面
に
お
い
て

優
れ
た
操
業
環
境
が
失
わ
れ
る
と
と
も
に
、
機
能
面

で
は
集
積
の
メ
リ
ッ
ト
が
顕
在
化
し
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
集
積
の
崩
壊
が
さ
ら
な
る
集
積
の
崩
壊
を
招

く
と
い
う
悪
循
環
に
陥
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
い
か
に

し
て
連
結
の
経
済
性
を
持
っ
た
産
業
集
積
に
転
換

し
、
集
積
が
集
積
を
呼
ぶ
と
い
う
好
循
環
を
つ
く
り

だ
す
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
課
題
解
決
の
た
め

の
方
策
を
次
の
４
つ
の
視
点
で
整
理
し
て
み
る
（
図
－

３
）
。

ア
集
積
の
メ
リ
ッ
ト
の
顕
在
化
・
創
出
（
連
結
の
経

済
性
を
高
め
る
）

　
集
積
の
維
持
・
活
性
化
を
図
る
た
め
に
は
、
そ
こ

に
立
地
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
を
顕
在
化
・
創
出
す

る
必
要
が
あ
る
。
集
積
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
れ
ば
、
そ

の
外
部
経
済
性
を
求
め
て
、
新
規
創
業
や
先
端
的
な

技
術
を
持
っ
た
企
業
が
参
入
し
て
く
る
な
ど
集
積
が

活
性
化
す
る
。
集
積
の
メ
リ
ッ
ト
を
顕
在
化
・
創
出

す
る
た
め
に
は
、
地
域
に
立
地
す
る
企
業
等
を
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
す
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

・
信
頼
関
係
に
基
づ
く
集
積
内
の
情
報
の
共
有
と
人

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
よ
る
、
中
小
・
中
堅
企

業
、
大
企
業
、
大
学
、
研
究
所
等
様
々
な
経
済
主
体

間
の
交
流
・
連
携
（
産
学
交
流
、
産
産
交
流
）
の
促

進・
共
同
試
験
・
研
究
、
共
同
受
発
注
な
ど
の
促
進
等

イ
優
れ
た
操
業
環
境
の
創
出

　
都
市
化
・
宅
地
化
か
進
展
す
る
中
で
工
業
集
積
を

維
持
す
る
た
め
に
は
、
地
域
社
会
と
の
共
存
、
周
辺

環
境
と
調
和
で
き
る
優
れ
た
操
業
環
境
の
創
出
が
必

要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
環
境
整
備
が
既
存
立
地
企

　
・
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
化
（
就
業
環
境
の
向
上
、

周
辺
環
境
と
の
調
和
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
）
の
促

進
等
ウ
既
存
立
地
企
業
の
活
性
化

　
集
積
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
は
、
社
会
経
済
環

境
に
対
応
で
き
る
既
存
立
地
企
業
の
活
性
化
が
不
可

欠
で
あ
る
。
比
較
優
位
を
失
っ
た
産
業
が
存
続
す
る

こ
と
は
難
し
い
こ
と
か
ら
、
既
存
企
業
に
お
い
て
も

よ
り
高
精
度
な
要
素
技
術
の
取
得
な
ど
国
際
競
争
に

耐
え
う
る
技
術
力
を
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
・
技
術
力
の
向
上
、
経
営
の
多
角
化
な
ど
に
よ
る
高

付
加
価
値
化

・
就
業
環
境
の
改
善
な
ど
魅
力
的
な
職
場
づ
く
り
に

よ
る
人
材
確
保
等

エ
創
業
、
移
転
・
誘
致
の
促
進
（
集
積
地
の
持
つ
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
機
能
の
強
化
）

　
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
産
業
集
積
を
維
持
す
る
た
め
に

は
、
廃
業
を
上
回
る
創
業
や
集
積
地
外
か
ら
の
移
転
・

誘
致
が
必
要
で
あ
る
。
廃
業
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
は

非
現
実
的
で
あ
り
、
活
発
な
新
規
創
業
や
新
規
参
入

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
集
積
の
メ
リ
ッ
ト
の
顕
在
化
に
よ
る
起
業
家
風
土

の
形
成

・
集
積
地
に
ふ
さ
わ
し
い
産
業
・
機
能
の
誘
致

・
地
域
外
か
ら
の
移
転
・
誘
致
を
促
す
た
め
の
魅
力

的
な
街
づ
く
り

・
誘
致
企
業
と
集
積
地
内
企
業
と
の
交
流
、
連
携
の

４
－
終
わ
り
に

　
成
熟
社
会
で
は
連
結
の
経
済
性
を
高
め
る
こ
と
を

基
本
と
す
る
既
存
の
産
業
集
積
地
活
性
化
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
横
浜
北
部
内
陸
部
地
域
を
例
と
し
て
具

体
的
検
討
を
行
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
そ
の
活
性
化

の
た
め
に
は
、
大
規
模
開
発
を
伴
う
ハ
ー
ド
イ
ン
フ

ラ
整
備
主
体
の
施
策
で
は
な
く
、
既
存
資
源
を
活
用

し
た
産
学
交
流
や
異
業
種
交
流
の
場
づ
く
り
な
ど
ソ

フ
ト
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
た
。

　
従
来
の
よ
う
に
ハ
ー
ド
優
先
の
時
代
に
は
箱
モ
ノ

の
建
設
な
ど
に
よ
り
産
業
活
性
化
策
の
効
果
は
わ
か

り
や
す
く
、
雇
用
創
出
効
果
な
ど
経
済
効
果
を
比
較

的
短
期
間
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
方
、
成

熟
社
会
の
ソ
フ
ト
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
主
と
し
た
地

域
産
業
活
性
化
策
の
効
果
は
見
え
に
く
く
、
か
つ
短

期
的
に
実
現
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　
し
か
し
、
中
長
期
的
に
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
産
業

集
積
の
形
成
に
よ
り
、
市
民
の
身
近
で
多
様
な
就
業

の
場
が
確
保
で
き
る
な
ど
経
済
効
果
が
あ
る
と
い
え

る
。
　
最
後
に
、
今
回
の
検
討
は
地
域
産
業
活
性
化
策
の

一
つ
の
方
向
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
具
体
化
す
る

た
め
に
は
、
よ
り
具
体
的
で
分
か
び
や
す
く
、
地
元

に
と
っ
て
も
魅
力
あ
る
体
系
的
で
時
間
軸
を
持
っ
た

施
策
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
経
済
局
工
業
課
担
当
係
長
〉

一
　
特
集
・
総
合
的
地
域
開
発
の
あ
り
方
④
成
熟
社
会
に
お
け
る
総
合
的
な
地
域
開
発
の
視
点
－
横
浜
市
の
課
題
か
ら
Ｉ

図一３　既存産業集積地活性化の視点

仕
組
み
づ
く
り
等

53●

く
。

業
の
操
業
継
続
を
可
能
に
す
る
と
と
も
に
、
集
積
の

メ
リ
ッ
ト
を
享
受
し
よ
う
と
す
る
企
業
・
人
材
の
地

域
外
か
ら
の
集
積
地
へ
の
新
た
な
進
出
に
も
結
び
つ
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